













































































































































































































































































































































































（2010） p.577の Euler’s theorem の用語解説を参照さ
れたい。
４）Mankiw （2010） pp.247−249.
５）Mankiw （2010） pp.249−250.
６） この点について，原（1996）は次のように指摘してい
る。「資本投入量をきめる企業家の投資行動は，本当
にそんなに完全合理的なものであるといえるのであろ
うか。あるいは，企業家による各種労働者の雇用決定
メカニズムは，完全競争モデルが想定しているような
機械的なものなのであろうか。成長会計分析は，この
問題に正面きって接近していこうとしていない点で，
大きな問題をかかえているといってよい」（原 1996：
105）。
７）Mankiw （2010） p.250.
８） ここでいう「長期」とは概念的時間であり，歴史的時
間ではない。概念的時間においては，「短期」は「長
期」の下位区分となる。これに対して，歴史的時間に
おいては，「長期」とは歴史的に過ぎ去った「短期」
の積み重ねにすぎない。均衡理論が描く模索過程は概
念的時間の中にあるが，現実世界は歴史的時間の中に
ある。均衡理論を用いて現実世界を分析する際には，
概念的時間における理論モデルを用いて歴史的時間に
おける現実世界を分析していることに留意すべきであ
る。
９） なお，著者の松谷明彦氏は，愛知大学三遠南信地域連
携研究センター（文部科学省 共同利用・共同研究拠
点「越境地域政策研究拠点」）主催の「越境地域政策
研究フォーラム」（2015年１月31日。愛知大学豊橋校
舎）において「人口減少と越境地域形成」と題する基
調講演を行っている。その講演録が『愛知大学三遠南
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